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憲
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一
、
　
「
橋
掛
」

の
横

斜

メ
附

が

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
脅

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

文
祿
能
震
蠻

こ
鬮

確
定
し
力
事
-ー

室
町
時
代

(
殊

に

前

期

)

の

橋

掛

附

き

方

に

疑

義

あ

る

は

前

記

の

通

と

し

て

、

確

實

　

る
　
　ヤ　
　も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穀
鵬
郵
醐羅

磁、
　
　
　

　
　

　
　

　

鑓
,

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

　

を
催

し
力
舞
鏖

な

る
こ
と
、
京

都

齢

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

(

金
剛

家

の
記

録
に
在

う
と

い
ふ
。

次
例

は
文
祿

二
年
十

月
、
紫
宸

殿

前
庭
に
三
晶

艦

の
爨

で
、
　

　

　

　

　

　

＼

是
れ
が
繪
鬪
竜
存
す

る
。

　
　
　
　

能
　
　
舞
　
　
巌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　

セ

}
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覧

'

　

「

後
座

の
髞
山長

を
見

せ

イし
ゐ

る
。
　
(「
臨
櫻歴
」

は
未
た

現
は

れ

を
ら

ず
。
)

　

こ

の
丈
祿

舞
鏖

に
徇

一
つ
大
切

な
點

と

し

て
、
實

寸

　
　

　

　
　

あ　
あ　
　

へ　
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

の
十

六
尺

は
八
尺
を

　
聞

に
取
う
、

寸
伸

ビ
乍

ら

二
間

む式

の
型
能
仙を
留

め

て
ゐ

る
。

こ
れ

は
古

い

「
紳

樂
殿
」

の
構

型

で
あ

つ
て
、
彼

我
親
接

の
淌
…患

を
語

る
屈
竟

の

箇

條

な

の
で
あ

る
.

.　

か
う
し
控
時
代

的
變

遷

に

一
應

の
結

末
を

附
け

究

の

が
、

秀
吉

晩
年

の
桃

山
城
内

に
於

け

る
諸

舞
鏖

で
あ

つ

て
、

そ

の
二
棟

は
後

に
西
本
臙
寺

に
移
築

せ
ら

れ
.
現

に
鬮

寶

姥
造
物

と
し

て
保
存
全
き

を
得

て
ゐ

る
。

而
し

　
　

　

　
　
　

　

ゆ
　
ウ　
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
の　
む
　
む

て
、

う
ち

一
糠

は
駕
妻

造

の
簡
素

な

二
問
式

で
、

乃
ち

　
　

　

　
　
　

　

キ
リ
ヅ
マ
ヅ
ク
リ

當

期

ま
で

の
承

家
型

力

る
限
∵内
に
在

る
か
ら
.
既

往

の

轉
跡

を
馨
ね

る
に

好
蜘

の
範

例

力

る
も
の
、

い
ま

}
棟

　

惣
　
　
舞
　
　
驫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-　
　

ヘ

ア
ト
ザ

h
後

座

」

を

顯

著

に

取

設

け

た

事

ー

…

-
前

項

の

文

蘇

舞

蠱

に

は

後

方

部

を

裕

か

に

延

は

し

擴

げ

、

謂

は

ゆ

る

　

　

　

　

　

　

職　
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丶
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こ
　
　
　
ゆ
　
む

は

圦

晦

渥

箍

で

燐

用

爵

を

概

魚

具

備

し

、

豫

て

次

期

の

完

整

型

に

示

唆

を

與

へ

る

勇

の

で

あ

る
。

　

こ

の

「
入

母

.爆

舞

鏖

し

紅

就

い

て

要

蔀

を

指

摘

す

る

と

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ
カ
のの　の
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　げ　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　の
　
　む

　

(
一
)
　

構

型

と

寸

法

　

　

舞

藁

主

部

は

床

東

を

各

側

の

中

央

に

の

み

一
本

づ

丶
配

し

て

、

依

然

二

闘

式

の

舊

態

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ　
ぬ　
　あ　
　
ぬ　
　ぬ　
コめ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　

　

保

つ

て

ゐ

な

が

ら

も

.

實

寸

は

そ

威

を

超

え

て

約

三

問

四

方

(
問

n

十

七

尺

餘
∵

奧

有

十

九

尺

弱

)
ま

で

延

び

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む
　
　む
　
　ゆ

　

　

江

戸

時

代

の

制

法

た

る

三

聞

式

に

逍

つ

て

ゐ

る
噂
　

(
問

n

と

奥

行

と

に

少

差

あ

る

は

當

期

の

自

由

性

を

示

し

、

　

　

殊

に

奥

行

の

方

が

長

く

て

演

奏

效

果

の

利

あ

る

の

に

着

眼

し

カ

い
。
)

　

　

　

　

ア
ト
ザ
　
　
　
　サ
ね
ザ
　
　
　ヂ
ウ
ぼ
ヒ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も　
も　
ヘ
　
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
ヘ　
へ

　

(
二

)
　

後

座

と

脇

座

(
地

謠

座

)
　

　

後

座

を

逹

意

に

深

め

て

鼠
へ行

十

尺

張

、

こ

れ

は

、

江

戸

時

代

制

矩

の

一
間

掌

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
　
　ゆ
　
　
　ゆ
　
　ウ　
　ゆ

　

　

(
十

尺

弱

乃

至

九

尺

)
よ

り

も

な

ほ

越

し

て

ゐ

る

。

蓑

控

、

前

期

嚢

で

無

か

つ

力

脇

座

(
地

謠

座

)
が

設

け

ら

れ

、

　

　

　

　

め　
　も
　　へ

　

　
共

輻

種

尺

餘

に

及

ぶ

は

次

代

の

棚

寸

を

も

凌

ぐ

慈

の

で

あ

る
。

　

　

　

　

ハ
シ
ガ
へ
な
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
も
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　む
　
む
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
へ
　
も
　
へ
　
も

　

(
三

)
　

橋

掛

の

附

方

　

　

斜

メ

附

な

る

は

勿

論

と

し

て

斜

角

を

約

六

十

度

に

取

う

、

天

正

舞

毫

の

四

十

五

度

だ

つ

　

　

π

の

に

麒

み

て

よ

紙

ど

綾

や

か

に

な

つ

π

。

(
角

度

に

嬲

し

て

な

ほ

後

章

に

細

説

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
　
　　
　
　む
　
　の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　

(
四

)
　

破

風

と

軒

出

　

　

屡

根

破

風

の

入

舞

屋

造

な

の

は

當

期

の

稀

例

に

屬

し

(
他

に

よ

う

古

き

入

舞

屋

舞

藁

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　ヘ
　
　へ

　

　

現

存

せ

ず

)
、

江

戸

賻
、代

に

規

短

せ

ら

れ

控

正

式

形

格

の

先

驅

を

な

す

略

の

。

併

し

、

軒

ノ
出

は

一
ト

軒

(
捶

が

　

　

一
ト

流

レ
)

で

、

尢

め

に

脇

座

の

上

へ
は

舞

蠱

霊

部

の

本

驫

根

よ

ら

流

れ

出

さ

せ

、

そ

れ

が

總

崖

根

形

を

左

右

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の
　
り　
む
　
り
　
　む

　

　

均

齊

な

ら

し

め

な

い

で

、

寧

ろ

哀

い

愴

好

を

輿

へ

て

ゐ

る

。

(
江

戸

時

代

鋩

規

の

入

毋

屋

舞

藁

は

ニ

タ

軒

造

ヅ

、

　

　

　

　

能
　

　
舞
　

.、譲
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.　

　

　

　

　

　

　

九

轟
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●

弩

差

藹

齊
の
本
鬆

で
釐

の
上
を
も
蓼

.
そ
し
て
、
司
鼻

鰭

葵

る
雲

蠶

の
讐

り
と

　

せ

ら

れ

カ

。
)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も　
へ　
め　
も

h五
)

錆

の
鑾

前
記
の

↓
鼻

蕩

に
關
聯
し
て
、
柱
頭
に
は
奪

繰

と
い
叢

簡
の
組
物
、
の
み

な
ら
ず
・
驫

讐

入
れ
て
ゐ
な
い
鑾

な
の
で
、
桁
下
簒

騨

智

飾
望

響

べ
禽

な
い
.

(江
戸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぬ

時
代
に
覧

難

蠶

の
麦

鏨

り
な
る
捧

は
せ
て
、
組
物
も
杢

薐

讐

加
べ
窪

ッ
猫

.、
し
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　
へ　
　も

　
　
一
卜
慧

ソ
の
霧

灘

に
黍

檗

角

ゐ
た
.
そ
し
て
そ
れ
ら
孰
れ
に
泉

引
婁

入
れ
、
隨
つ
犇

桁

　

　
　
　
　
　

ヘ　　へ

　

　
と

の
間

に
蟇

股

を
挿

む

こ
と

に
な

つ
カ
。)

(六
)

蘿

袈

鼕

鋳

す
篝

慮
は
じ
め
て
萠
え
立
ち
、
費

け
の
饗

や
譱

な
ど
に
草

の
施
作

　
　
を
認
め
る
が
・
特
窪

目
せ
ら
れ
る
は
床
下
な
る
數
個
の
釁
で
あ
る
.
江
戸
時
代
に
入
つ
壬

設
姦

も
至
つ
.

　
　
力
甕
も
、
そ
の
着
案
を
此
處
に
見
出
す
の
で
あ

る
。

上
記
の
如
く
・

此
の
爨

が
嚮

時
代

の
鑾

と
は

い
へ
爛
警

域
篷

し
で
ゐ
る
の
で
、
房

時
代
に
移
つ
て

・

墓

保
慶
安
の
.嗄

で
は
之
れ
と
大
差
無
遍

蕘

。
然

る
と
こ
ろ
貞
享
元
祿

の
頓
に
斯
樂
旺
昌

の
機
に
會
し
て
、

構
法

の
規
矩
讒

が
精
し
蠱

馨

ら
れ
耄

養

、
諸
格
式

緩

め
る
準
型
も
嚴
か
縞

定
せ
ゑ

.。

.、
と
と
な

つ

だ

。
そ
の
規
準
製

を
漑
別
す
れ
ば
、
將
篆

、
藩

侯
、
諸
叢

、
勸
進
能
、
及
び
響

用
な
ど
妄

.㊨
が
、
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
鶴
　
　
舞
　
　
靈



　
　
　
　

攤
　
舞
　
毳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　

　

　

　

　

オ
や
テ

枷
營
本
丸
の
表
舞
臺
を
驚

嬉

ゑ
、
漂

で
は
親
藩
三
家
羨

突

茗

(五
+
萬
石
以
上
)
と
東
西
案

願
寺
・

な
竺

世

代
製

讐

ほ
ぼ
同
篝

響

ら
れ
、
蕎

の
大
名
や
小
名
、

菠

の
諱

や
勸
進
聾

・
そ
れ
ー

蘿

薩

つ
垂

違
が
奮

、
降
つ
て
韓

舞
毒

簡
肇

が
髦

、
用
主
の
身
分
(奏

と
共
外
と
)
に
聖

品
級

を
異
に
し
尢
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀

血
ノ 、

型

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

江
戸
時
代
の
斯
樂
馨

期
に
完
芒

講

式
を
知
る
に
ぱ
、
首
標
公
型
と
謂
ふ
べ
皇

,江
戸
城
本
嚢

攀

L
を

視
る
の
が
堕

で
あ
る
。
よ
つ
て
、
そ
の
躾

姦

べ
る
順
序
と
し
ぎ

た

該
舞
豪
の
薔

飼
姦

げ
・
毳

の

位
置
名
稱
を
先
づ
読
明
し
て
マ

が
、
こ
れ
は
奉

他
舞
膏

も
當
墜

る
や
う
記
述
す
る
・

　

　

　

　

シ
ラ
ス

(イ
)

白
洲
…

舞

臺
建
物
は
爆

と
襲

て
立
つ
か
ら
、
觀
覽
暫

の
間
墓

地
あ
る
の
を

自

洲
L
と
し
・

　
　
正
式
段

舞
臺
婆

欝

の
外
钁

皇

尺
ほ
ど
隔
て
髴

.夢

繞
ら
し
、
そ
の
隨
劃
内
は

瀧

白
洲
L
と
て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ　
　
　
　
　
　

ソ
ト

　
　
玉
石
を
藪
き
、
そ
れ
よ
6
外
方

蕎

「
外
白
洲
」
と
て
砂
利
を
敷
く
・

(
口
)

舞
臺
.-
-
汎
∴

爨

臺
L
ま

蠧

譱

並
び
養

砦

脇
座
や
橋
簍

で
釜

粟
書

ず
・
鐘

問

　
　
蕘

餐

倉

建
物
總
體
で
あ
る
が
、
ミ

蕪

畢
ζ

、舞
肇

と
は
主
部
だ
け
を
限
る
狹
義
の
稱
呼
で
・
帥
ち

四
本
の
太
柱
歯

蓋

沁
三
聞
四
方
の
獸
鑞

夢

指
す
。
(降
濫

の
藻

後
線

読
す
る
・)



'

瞭

電

　

　

　

ア
ト
ザ

ヘ
ハ
)
　

後

座

　

　

呱瞬

、墳
〔
の

艫
終
藁
環
出
・滞
買ヤ
《
監り
後

・方
冖
へ
續

轟
ぐ
、

廡
べ
・行

約

一
一問

小
㍗
(
間

口

は

舞

藁

通

う

三

問

)
の

横

板

張

面

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゴ
コ
イ
タ

　

(舞
由蟹
部

の
板
かむ
と
直
∵角
冖の
張

方
)
、　
よ

つ
て
庇
∵庭

の
こ
と
を
俗

に
　
「
秘
∵敬
」　
と
も

隊
、ぶ
。

　

　

　

ワ
キ
ザ
　
　
　
ヂ
ウ
タ
ヒ
ザ

(
轟
)
　
脇
座

・
地
謠
座
…
…
舞
両豪
に
向

つ
て
冶
手
に
牛
問
ば
か
6
延
び
出
で
、
舞
臺
部
廁
に
蓮
な
る
竪
板
張
な
が

　

　

　

　

　

　

ヶ
ミ
カ
ウ
ラ
リノヅ

　

ら
其
處
だ
け
・組
勾
欄
で
矩
形
に
圍
ま
れ
、
そ
の
前
寄
り

の
方
は
主
に
脇
役

の
座
位
な
の
で

「
脇
座
」
と

い
ひ
、

　

奥
寄
り
の
方
は
常
に
地
謠
方
が
列
居
す
る
の
で

「
地
譲
座
」
と

い
ぶ
。

　
　
　
ゆハシ
ガ
もリ

(
ホ
)
　
橋
掛
　

　
舞
鏖
と
鏡
之
間
と
を
蓮
絡
し
て
ゐ
る
手
摺
附

の
長

い
竪
板
張
、
　
}
種

の
渡
ソ
廊
で
は
あ

る
が
、

　

演
伎

の
大
切
な
用
に
常

て
ら
れ
る
か
ら
、
實
質
上
は
舞
蠻

の
延
長
癖
と
解
し
て
然

る
べ
き
で
あ
る
。

　

　

　

カ
ぐ
ミ
ノ
マ

(
へ
)
　
鏡
之
問
　
　
樂
崖
よ
り
橋
掛

へ
出
る
手
前

の
板
張
部
屋
、で
、
演
者
が
登
場
前

に
着
裝
の
整
否
を
映
し
檢

べ

　

る
や
う
、
片
壁
側
に
姿
見
の
大
鏡
を
立
て
丶
あ
る
。
此
庭
を
樂
屋

の

…
分
室
・と
見

て
竜
宜

い
け
れ
ど
、
樂
屋
は

　

總
疊
敷
な
の
で
其
點
截
然
と
相
趣
す
.る
。

　
　
　

ガ
ク
ヤ

(
ト
)　

樂
屋
　
　

鏡
之
問
か
ら
奧
右

へ
蛮
く
長
く
.
橋
掛
裏
よ
ら
舞
峯
裏

へ
嚢
で
纏

い
控
疉
敷

の
大
室
で
あ
る
。

　
　
(
演
能

の
諸
仕
度
は
す
べ
ィ
、
此
鎚

で
調

へ
、

そ
れ
が
済

ん
で
か
ら
登
揚
の
前
目
に

⊃
鏡
之
問
L

へ
來
て
出
順
を

　

待
っ
◎
)
　

　

　

　

,　

　

　

.

　

　

　

ハ
ヤ
シ
　
ザ
　
　
　
　ザ
　
マ
へ

(
チ
)

囃
子
座

.
擦
鶸

…

舞

巌
際

に
接
、写
る
後
座
内

に
曝
苧
方

の
粥
ぶ
部
癖
を

雍

子
座
L
と

い
ひ
、
な
ほ
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ
こ
でしザ

マ
ノきシ
ヤ
ウ
ザ
　

　

　な
イ
コ

ザ

　

役

寿
の
座

位
に
,よ
う
佃

鰯
.G

、鶴

擦
し

ハ
嶽

擁

◎
〈
、小
搾
と

』、太

鼓
座
し
、.
叉
そ

れ
み
丶

そ

の
前

方

(
舞
峯
部

内
)
を

　

　

　

　

聽

　

　

醗

　

　

靆

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
岫
三

冪
雪
　
　
　
　
　

顰

　
　
　
螻
哩
　
　
　
魂

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　脚
耄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

転レ

碓

,

嘶



轟

璽

　
　
　
　
能
　
　
舞
　
　
壷

　

フ
エ
ザ
　マ
ヘ
　
　
ダ
イ
シ
ヤ
み
マ
ヘ　
　タ
イ
コ
マ
へ

　

「
笛
座
前

」
、,大

小
前

L
「
太

鼓
前

」

　

と
分
稱

す

る
。

(桟、大

小
前
」

と

は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雷

　

大

鼓

小
鼓

方
の
前

な

る
意

.)

　
　
　
シ
ゆウ
メ
ン

(
リ
)
　
正
面

…
…
前

項

の

「
座

前
」

　

は
座

位
直
前

の
小
範

園

に
限

る
の

　

で
あ

つ
て
、

そ
れ

よ
り
更

に
前
方

　

廣

く
中

央

の
局

面

を
「
正
面
」
、
略

　
　
　
　
　
　

シ
ヤ
ウ

　

し

て
單

に
「
正
」
と

格

い
ひ
、

特

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ヤ
ウ
チ
ユウ

　

其

の
眞

中

の
轟郡
位

を

「
正
中
し

と

　

い
ふ
。

(、、正
爾
」
「
正
」

は
演

者

の

　

對

向

に
就

い
て
竜

呼
ば
れ
、

そ
れ

　

は
舞

毫

り
方

か
ら

、

正
面
前
向

き

　

中

央

の
見
當

を
指

す

の
で
あ

る
。
)

　
　
　

ワ
キ
シ
ヤ
ウ
メ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ァ

(
ヌ
)
　

脇

正
面

…
…

こ
れ
は
概

し
て

　

方
向

を
示

す
稱

で
、

正
衝
に
鮒

し

6

,

茸圍面革蠱舞麓表ラ

の

興

屋

嶋
臨

鮭 三∵
権 　 　 　 　 .一「2羹 『rド 』-黶

2・

麟 を噸

罨
童

　 　 1『…

　 　 据　 　 ∴

使.lLl

　 u　
(ル、
佚 樺 冫

臓丁
麌{1

　 　 曳翆)

マ
融

1}
{腰

目 躍

廷1}'

1「

Kソ)m

　

　

　

　

　

　

6
ノ

尽
壇
認
麿
蒼

印
臼
賜
座

韜

ーー
h
一
口目
冒
口

洲

弓序
梅

黍ミミ 命.
～鷲
、

・鳶 丶
　 一1蘿
戸 ・吻 一.撞

　 　 掣

　 　 義
　 　 廴イ)
　 　 白
　 　 洲1

嶐謝.
希鹹 　 Eヨ㌧イ、

＼＼
＼

、

ω

蹟

之
.
間

　

　

　

が

㈲
目
附
繧

「■



.

鏈
　
　
　
　
騨

b

櫓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
や
か
や
もウ

て
左
方
横
耀
向
き

の
見
當
、
雛
ち
廃

坐

か

ら
翼
晦
う
斑
晦
に
な
る
の
で
期
く
呼
び
、
略
し
て
畢
に

脇

正
L

　

と

も

い

,
抄
。

(
レノ
)
シ
薮

「
蒲

∵
溝

毳

歪

申
」
よ
-
剪

ぐ

饗

謙

解

誓

邊
、
靜

を

い
・惹

で

　

あ

る

。

9

)

葎

脚

…

太
鼓
座
か
ら
少
し
片冖兀
へ
離

れ
蘇

臺
都
康

、
、
そ
こ
は
諸
演
役
が
串

つ
と
難

ル兀
づ
立
簍

る

層
定

位
。

さ
う

し
て
、
多

く

は
名

ノ
リ
を

す

る
の
で

「
名

ノ
リ
座
」

と

も
呼

ば
れ

る
。

(ワ
)

衡
影

後
座
内
で
需

つ
て
左
隅
、
後
見
方
の
常
に
控

へ
居
る
箇
所
を
い
ふ
。

(カ
)

槭

津
.幽

後
座
慢

取
附
い
喬

掛
の
艷

、
間
狂
覆

の
控

へ
居
る
べ
き
箇
所
で
あ
る
。

三

漿

篷

問
と
欝

と
の
轡

な
る
出
合

、
こ
あ

韓

側
に
駑

を
吊
誓

す
鯖

つ
て
名
づ

け
ら
れ
カ
。
そ
れ
で
鞴

態

け
る
用
と
し
イ・霧

叢

附
け
る
に
、
そ
の
形
歌

.
箇
數

.
位
置
鷹

こ
、
隻

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の　　　　　ゆ

愚

解
す
る
如
き
墾

が
あ
る
。
(な
ほ
∵揚
落

競

∵

ぼ

、
難

嶷

亮

憾

,驚

㎏

い
ひ
、
今

℃

然
う
替

、
る
こ
と
あ
う
、
麸

遞
董

脛

、壽
幕
L
と
敬
呼
す
.Φ
.
蜜

地
攣

の
}若

隻

で
、
弄
色

寮

円

赤
驀

〕
又
竺

魚

赤
三
と
青
二
或
絵

墨

或
絵

豊

署

し
な

召

〔總
赤
〕
。
薫

総

に
翼
紅
の

　

太

い
懸
綱
を
逋
し
、
そ
の
兩
端
に
同
色

の
長

い
房
を
下
げ
る
。)

(
タ
)

ζ

蝋
樗

…

籬

釜

部

の
四
謄

立
つ
太

い
角
柱

の
う
ち
、
向

つ
差

の
奥
な
る
橋
叢

附
き
の
二

本
、

　

　

　

　

惹

　

　
婁

　

　
愨

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
嶋
蕊

　

　

　

　

懇
　
　
　蟻
　
　
　還
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.
-

誉

◎

5



心

の

ノ

　
　
　
　
露
　

舞
　

盡
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
六

　

轡
巾
座

に
最

も
近

い
柱
.で
あ

る
⑪

　
　
　

メ
　
ツ
ケ
バ
シ
ラ

(
レ
)
　

日
附
柱

…
:
・
シ
テ
・
柱

に
相

對
す

る
前

方
、

帥
ち

向

つ
て
正
面
左

隅

の

}
本
で
、
演

伎

に
關

係
深

く
、

最
も

　

大
切

な
柱

と
せ
ら

れ
て

ゐ
る
。

　
　
　
　
　
バ
シ
ラ
　
ぼ
イ
ジ
ン
バ
シ
ラ

(
ソ
)
　

フ

キ
柱

(大

臣
柱
)
　
　
前

面
右

隅
に

目
附
柱
と
相

對

す
る

一
本
、

脇
座

に
接

す
る
柱
な

の
で

「
ワ
キ
柱
」

　

と

い
ひ
、

脇
能
物

の
大

臣

フ
キ
を
脇

役

の
代

麦
名

と
し
て

「
大
臣
柱
」

と

も
呼
ぶ
。

(ッ
)

籍

.

フ
キ
柱
の
欝

で
笛
座
に
誓

禾

、
ζ
程

裾
に
熱

を
打
附
け
め
つ

て
渉

聖

の
能
に

　

大
鐘

(作

り
物
)
を
口吊
す
綱

の

}
端

を
結

び
留

め
る
。
　

(
因
み

に
、

鐘

を
口巾
⊥

げ
る

カ
め
に
は
、

金

物

の
滑
麓
・を

　

天
井

の
化
粧
棟

に
取

附
け

て
あ

る
。
)

　
　
　

コウ
ケ
ン
バ
シ
ラ
　
キ
ャウ
ゲ
ン
バ
シ
ラ

(
、矛
)
　

後
見

柱

.
狂

言

柱

　
　

シ
プ
柱

の
後
奥

な

る
橋

掛
攻

附
き

の
小
柱
、

こ
れ

は
後
見
座

と

狂

言
座

と
の
問

　

に
在

つ
て
、

双
方

の
係
縁

か
ら
斯

く

二
通

わ
に
呼

ば

れ
る
も

の
。

又
そ

離
と
別

に
、
銑

れ

か

一
方

ぱ
更

に
そ

の

　
奧

隅
な

る
、

鏡
板

取
附
き

の
柱

を
謂

ふ
と

の
説

も
亀あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　

.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら

　
　

カ
で
ミイ
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　む
　
　

(ナ
)
　

鏡
板
　
　

正
面
奥

な

る
後
座

の
大

朋
目
板
、

こ
れ
に
は
老

松

の
繪
、

そ

れ
と
矩

の
手

に
笛

座

側

の
横

朋
口

　
　
　
　
　
　
　

む　
む

　
板
、

こ
れ
に
ぱ
若

竹

を
描

い
♂し
あ

る
。

そ

の
兩

方
と
も

「
鏡
板
」

な

の
で
あ

る
が
、

一
般

に
は
專

ら

正
面

の
み

を
指

す
.の
で
、

蔽

別

の
奮

籀

側

の
を

纛

纏

L
と

呼
ぶ
。

(
　　
　む　　　

松
竹

繪
…り
事

は
後
章

に
再

説

す

る
。)

　
　
　
キ
リ
ト
　
ヴ
チ

(
ラ
)
　

切
戸

口
…
…
脇
鏡

板

の
奥

寄

う
に
あ

る
出
入

臼
で
、
片

引

の
板

戸

を
嵌

め
力
小
ハ

路
那

の

こ
と
。

酪
し

て

望



魯

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ワ
ス
レ
ゲ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ク
ヒ
う
ウ
ク
ヲ

　

　

.
「
切

戸

」

と

葛

、

又

別

に

「
忘

口

し

と

竜

、

俗

に

は

「
臆

病

口

」

と

も

い
ふ

。
　

(
「
忘

口

」
と

は

觀

客

が

そ

こ

の

　

　

出

入

に

あ

・富

わ

氣

附

か

な

い

の

を

諷

し

力

名

、

「
臆

病

口

し
は

演

伎

で

斬

ら

れ

穴

う

し

控

者

が

そ

こ

か

ら

引

込

む

　

　

の

を

穿

つ

た

語

。
)
　

　

・

　

　

　

　

キ
ザ
ハ
シ

　

(
ム
)
　

刻

階

　

　
舞

鏖

正

面

先

の

中

央

框

外

に

、

白

洲

へ
架

け

降

し

力

踏

段

、

こ

れ

は

三

級

を

定

法

と

す

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ　
　へ

　

(
ウ

)
　

若

松

　

　

橋

掛

洛

ぴ

の

白

洲

に

植

ゑ

る

生

木

の

若

松

で

、

表

測

な

る

内

自

洲

へ
等

距

離

R

三

本

、

こ

れ

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ
ナ
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　カ
ナ
メ
　
　
　
　
　
　
　
ソ
デ
ス
リ

　

　

舞

臺

に

近

い

方

か

ら

順

に

ニ

ノ

松

」

「
ニ

ノ

松

し

「
三

ノ

松

」

と

呼

ぴ

、

叉

そ

れ

ん
丶

「
要

ノ

松

」
　

「
袖

摺

ノ

　

　

　

　

カ
ぬ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
シ
ロ

　

　

松

」
　

「
掛

ノ

松

」

の

異

稱

も

あ

る

。

な

ほ

本

格

の

法

式

で

は

後

側

の

裏

白

洲

(
橋

掛

と

そ

の

後

朋

目

板

蜜

で

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ
　
　も

　

　

細

長

い
室

地

)

に

も

二

本

、

表

側

の
松

の

中

間

見

當

に

植

ゑ

る

こ

と

に

な

つ

て

ゐ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
レ
ン
ジ
　
　
　
　
モ
え
ミ

　

　

　

　

ブ
ギ
ヤ
ウ
マ
ド

　

(
ヰ

)
　

奉

行

窓

…

:
・鏡

之

間

の

幕

口

近

き

一
壁

に

設

け

た

櫺

子

窓

、

「
物

見

窓

」

と

慈

「
あ

ら

し

窓

」
(
語

義

未

詳

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ
テ
カ
ウ
　
　
　
へ
　
あ

　

　

と

も

い

ふ

。

櫺

子

の

正

式

は

竪

格

で

七

本

(
仕

儀

に

よ

6

九

本

に

も

)
と

定

ま

う

、

そ

の

内

側

に

荒

目

の

竹

簾

を

　

　

掛

け

る

。

　

　

　

　

ヂ
　
ウ
ラ

　

(
ノ
)
　

、地

裏

…

…

舞

鏖

に

向

っ

て

右

外

面

、

'即

ち

地

謠

座

(
並

び

に

脇

座

)
の

背

側

方

を

い

ふ

。

　

以

上

は

建

物

の

實

艚
…
に

係

る

贈圃
鸚

稱
…で

あ

る

が

、

其

他

に

慈

演

伎

の

法

期

に

隨

ふ

配

・在

名

が

あ

つ

て

、

例

へ
ば

、

　

　

　

　

　

　

　　　
へ　
　
ち　
　
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　む
　
　ち　
　
も　
　ら

・「
舞

滋量
」

に

は

舞

の

段

藁洛

"61
一取

る

べ

き

初

段

・
二

段

・
三

段

・
四

段

・
五

段

の

定

め

、
　

「
橋

掛
.」

に

毛

出

の

疾

徐

を

罸

る

や

う

序

ノ

段

・
破

ノ

段

・
急

ノ
段

と

分

つ

な

ど

、

然

し

こ

丶

に

精

し

く

擧

げ

る

起

は

及

ぶ

ま

い
。

　

　

　

　

驫

　

轟

　

遷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宅



㌦覊

　
　
　
　
　
欝
　

齢
　

轟
　

、　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

・　

尺

業

蕩

逡
能
あ

饗

蠶

の
提

で
は
、
先
づ
外
磨

響

沓

奮

、
鍛

解

愈

難

と
か
霧

爆

と

か
、

内
白

洲

の
外

廻

り
に
竹
矢

察
を
團

ん
だ

う
、

そ

れ

に
措
つ
て
舞

火
を
鍛

い
カ

う
、

さ

う
し
力
格

別
な
施

設

の

數
ぐ

は
、

慈
は
や

　
、々

書

立

て
る
嚢

で
竜
な

か
ら

う
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

F

　

よ

つ
て
今

は
直
ち

に

「
江

戸
城

本
丸

表
舞

壷
」

の
結

構

を
概

觀
し
、

併

せ
で
他
規

格

の
對

比

に
も
若

干
言

を
挿

む

こ
と

と

す

る
。
　

　

　

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
む　　　　　　

　

噌
、
舞
臺

の
主
部

三
問

四
方
、

後
座

の
奧
行

『
問
孕
、
脇

座

(
地
謠
座
)
の
入
幅

牛
間
、

そ

れ
ら
問
寸

法

は
す

べ
て

キ
ヤ

マ

京
間

(六
尺
五
寸
)
で
あ
る
。

　
　
京
間
を

蘰

の
盆

警

据
ゑ
て
霞

と
轟

へ
・
薐

錘

公
單
斃

る
六
尺
三
寸
(又
は
二
寸
)
の
驤

彫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヰ
　
ナ
カ
マ　
　
エ　
ド
　
マ

　
　
を
挿
み
、
末
級
は
田
舍
問
(江
戸
問
と
竜
)
と
呼
ば
れ
る
六
尺
で
、

こ
れ
は
私
單
位
と
し

て
專
ら
簡
略
型
に
當

て

　
　
ら
れ
る
。
、　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

　

}
、
舞
臺
板
面
ま
で
の
床
高

二
尺
六
寸
四
分
・
床
板
贏
よ
b
茄
雛
麟
ま
で

一
丈
五
寸
、
同
じ
く
天
井
催
糎
櫨
ま
で

「
丈
七
尺
餘
、

四
本
の
主
柱

は
九
寸
角
b

　
　
こ
れ
ら

の
寸
法
は
概
ね
格
式

の
規
定
無
く
、
力
虻

同
等
以
下
菰
る
べ
き
制
限
を
爲
.す
喝

の
。
よ

つ
て
簡
略
型
に

　
　
は
總
て
そ
れ
よ
う
短
寸
と
し
、
殊
に
主
柱
を
著
し
く
細
く
取
る
。

一
、
柱
頭
の
鑾

豊

ツ
謙

、
水
裂

歯

方
嶋
讒

二
箇
づ
丶
(災

箇
×

軒
ノ
出
竺

轟

屡

根
形
は

ξ



げ

ぜ
　
も
　
や

入

燈
灘

千
鳥
破

風
6

　

　
「石
は
上
格

と

い

へ
敢

て
專

顧

　

　

が
、

但

し
そ

の
う
ち
程

度

β一

　

　

は
蟇

股

を
減
じ

な
ど

す

る
。

　

　

ヒ
ヂ
キ
ズ

　

　
肘

木

・
蟇

股
各

衛

　
箇

(
訃

　

　
　
　

　
　

ハシ
ラ
マ

　

一
、
橋

掛

の
柱
問

が
五
間

(鄒

五

丈

二
尺
五
寸
、

横

輻

は
七

尺

『

　

　
　
　

　
　
　

　

ハシ
ラ
マ

　

　
橋

掛

の
長

サ
∴
ほ
柱
問

を
溜単
蘇

　

　
客

ぱ
便

宜

の
俗

用

に
過
ぎ
躯

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　

　
公
式
ど

し
、
以

下
は
四
間

(…

　

　

二
間

(
}
本
立
)
が
略
式

と

』

　

　
成

さ
.識
も

の
と

き
れ

る
。
轄

　

　

の
で
、
格

型

に
何

壌

の
交
晶

　

　
柱
頭

の
組
凸砌
歓

中
格

に
も
賑

　

　
充

て

る
が
、

最
簡

の
谿
式

齪

　

　
　
　

鏡
　
　
舞
　
　
贏

議 雛 履爨轢 満 耀 薩髴聟.
鯒 甥 膨爵髦 訟 齢 疑 み
'　 　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　、　 　　　 　　　　 　　　 　　　　　,--→r圃ら

ゆ 　 　 　 も

重

柱 ド

受 ノ に
ケ1よ

に プ、こ

す メL
ノ 　 　 　 ニ

。 筑
　 ♂巽ヤ

　 しノし

　 舟 ζ

　 肘}
　 木:キ
　 を

限

ら
ず
、

申
格

に
も
大

方
準
用
…せ
ら

れ
る

も

の

に

は
・、

或

ぴ

は

組

物

を

簡

に

し

或

ひ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ペ
イ
ト

れ

よ

り

下

,格

の

縅
蝉
賂

型

に

な

る

と

、

大

斗

　

の　
　
　

ギ
リ
ザ
マ

　

　

　

・
切

鵡婁
破

風

で

　
貫

す

る

。

　

ダ
が

糊
よ

立

)
、

そ

の

一
聞

隔

　
丈

涯

寸

で

全

長

　

　

　

　

ゲ
ノつ
ト
　
　ビざ
キ
　
　が
ミ

　

柱

頭

は

大

斗

肘

木

組

。

聞
數
に
呼
ぶ

の
が
疋
稱
で
、
實
長
の
寸
尺

こ
で
、
此
続
傷
彙
の
橋
掛

の
五
間
を
最
長

の

・立
)
が
准
式
、
三
尚

合
洞
二
本
立
)
が
凡
式
、

な

り
、

問
柱
無

ン
の

「
澗
は
登

く
體

型

を

俊
痙

の
・奥
行
と
轎

掛

の
斜
度

か
ら
決
、殳
る

U

鬘

一
丸
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築
軒
廴
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建
材
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櫓

の
眞

去
第
無

を
用

ゐ
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し叛
細
部
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風
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・
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の
處

々
に
、
唐
草
又
は
葵
絞

の
記.七
影

苓
譲
護
金
或
払
は
煮
黒
員

の
飾
金
碁
を
打
ち
、
蟇

鮫
晦
は
漆
箔
に

勾
欄

・
等
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キ

上
　
紺

青

の
沖癸
絞
散

ラ

シ
、
幕
一股
∵内
に

も
松

に
晶鶴
の
丸
膨
…・に
生
彩
色

を
置

く
。

・　

材
質

の
優
劣

ば
と
も

か
く
と
し

て
、
諸

格
式

を
麺

じ
總

檜

允

る
べ
き

立
前

で
、
酪
式

に
他

材
を

借

る
餘
儀

な
き

　
　

も

の
と

て
も
、
床

板

に
は

必
ず
檜

材

を
使

ふ
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金

其

は
繁
簡

の
差

等

を
附

け
て
中
格

に

も
詐
さ

れ

る
が
、
蟇

岐

の
彫
物

は
上

格
と
串
格

の

ご
部
上
層
ま

で
、

　
　

そ
れ

へ
漆
箔

や
彩
色

を
す

る
は
親

藩
…三
家

に
と

父
ま

あ
・、

而

も
彫
物

の
松

に
鶴

は
將

軍
家
殊

に

此

の
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舞
毫

に
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幕

口
に
揚
幕
を
懸
け
る
金
物

の
取
附
方
ぱ
、
折

レ
釘
を
上
梁
の
横
面
に
五
本
、
爾
側
柱

の
⊥
部
に
各

一
本
、
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の
下
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に
綱

留

め

の
丸
鐶

各

一
箇

を
、
所

定

の
形
状

・
,V
法

'・
位

置
そ

れ
ん
＼

岡
示

の
如
く
打

つ
。

　

}
、

鏡
之
問

は

三
問

に
五

問
傘

で
長
押

附
、
樂

渥

は
三
問

に
四
聞

と
、

三
問

に
+
流
、周
と

に
傴

分

し

塗

屠

建
、

他
に
李
長
屋
の
附
屬
家
も
あ
る
。
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能

の
伎
藝

に
流

儀
が

あ

る
が
轟
蠱

に
は
無

い
。

そ

れ
を
流
儀

々
々
で
舞
臺

の
型
慈
相
違

す

る
か
に
、

人
之

多
く

は

、

思

ひ
誤

つ
て

ゐ

る
ら
し

い
け
れ

ど
も
、
,能
舞
豪

に
流
儀

の
差
異

は
入
蕪

存

し
な

い
。
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を

の
か
は
り

一
方
に
用
主

の
身
分
に
應
じ
、
格
式
に
準
じ
て
型
種

の
比
等
を
口賄
し
カ
。

つ
ま
り
横
の
區
別
は
附
け

　
　

む

ず
、
縱
に
級
程
を
刻
ん
だ

の
で
あ
る
。

　
そ
の
次
第

を
守
る
こ
と
嚴
重
だ
つ
力
江
戸
時
代
に
、
規
矩
を

}
手
に
定
め
る
指
釘
役
と
し
て
、
幕
府
の
令
許
し
π

唯

一
の
棟
領
家
仏
羽
醇
と

い
ひ
、

こ
れ
恰
も
舞
豪
建
纂

の
家
元
と
目
せ
ら
る
＼
大
番
匠
で
あ

つ
た
。

　
前
章
の
内
容
も
主
に
同
家
傳
承

の
燭
書
k
據

つ
カ
も
の
で
あ

る
が
、
更
に
立
入

つ
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反
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ゐ
る
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眞
傳

　
　
　

を
逸
し
、
而
も
憖

ぴ
に
水
垂

レ
の
事
を
筌
聞
き

●

　
　
　
し
控
取
違

ひ
で
あ
ら
う
。

　
　
床
下
に
甕

を
入
れ
て
共
鳴
昔
響

の
效
果
を
擧
げ
る

　
考
案
は
、
既
述
の
妬
く
桃
山
時
代
に
始
め
イし
現
は
れ

　
た
も
の
＼
や
う
で
、
そ
れ
が
西
本
願
寺
入
母
燈
舞
臺

　
　
　
　
　
　
鸛
　
　
鍾
　
　
慶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ
ル
　ゆホ
　
　
　
　ウ
ハ
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ツ
ツ
ツ
ケ
パ
リ

か

ら

振

板

を

礙

詰

め

る

。

そ

れ

ら

大

引

及

び

根

太

は

猿

頬

と

て

上

端

の

左

右

を

斜

メ

に

割

う

、

床

板

は

突

付

張

と

て

サ
ネ實

を

入
れ

ず
に
寄

せ
板

の
ま

＼
繼

ぎ
合

は
す
。

　
舞

臺

部

床
面

は
聊

か
前

下

ガ
ヅ
に
す

る
吟
が
本

式

で
、

こ
れ
を

「
撈
轤

ば

し
9

と
稱

へ
、

太
或

の
桴

を
奥

端

か
ら

轉

ば

し
試
み

て
、
前

端
ま

で
同
じ

速
さ

に
轉

び
降

る
勾
配

を
求

め

る
。

橋

掛
部

床

面
慈
先

下

ガ
ジ
に

(
即

ち
舞

鏖

の

方

へ
低

く
)

取

る
べ
く
、

こ

の
勾

配

は

「
水

垂

レ
」
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

'　

　
　

,　
　

＼
、

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

、

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

＼

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

丶

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

　

　

＼
＼＼

　 も

＼＼'

Q
　　 駄 ・

短 纛醗 螻 ・騨・稼 内準
十 ニ ー 一 一 一一一 一 一,一

暫

　　 　　 　 1　 '

＼蛇 油φ…
　　 　　 翠t/竺
髞
三

二
E

覧



　

　

　
　

能
　
　
舞
　
　
蠡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
仭

の
實

示
す

る
と

こ
ろ

は
、
數
箇

の
甕

を
床

下
地
上

へ
不
塊

則

に
置

い
だ
き

り
で
あ

る
。
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江

戸
時
代

に
於

い
て
幕
府

本
丸

表
舞
鏖

に
、　

、
眞

ノ
甕
」

と
重

ん
じ

て
李
内
家

の
傳

へ
る
祕
法

は
、

先

づ
床

下
を

　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
イ
ケ
ア
ナ

總
體

に
數

尺
掘

下
げ
、

そ

の
地
底

へ
更
に
甕

埋
穴

を
掘

る
の

で
あ

つ
℃
、

配
置

は
舞
鏖

下

へ
七
曜
形

に

七
箇
、

後
座

下

へ
定

間
隔

に

二
僧
.
橋

掛

下

へ
定

間
隔

に
四
箇

(幕

口
先
と

↓
ノ
松
向

の
蹈
留

ソ
と

に

一
箇
づ

丶
,

及

び
そ

の
中

間

に

二
箇
、

こ
れ

は
橋

掛
が

長

い
か
ら

で
、
他

の
短

い
橋
掛

に

は
中
問

の
を
適

宜

に
減
し

叉
は
省

く
)
。
　

甕

の
高

サ

差

渡

シ
と
も

三
尺
五
寸

、

埋
穴

は
そ
れ
よ

b

}
廻

6
大
き

く
穿

ち
、

共
内

へ
甕

を
入
れ

る
が
土

に
觸

れ

さ

せ

澱
や
う
、

栗
材

の
八
角
杭

を

三
本
打
込

み
、

こ
れ

へ
銅

線

で
結

は

へ
留

め
て
吊
す
。

　

な

ほ
甕
、口
は
、
舞
峯

下

の
中

心
に
在

る

}
箇

の
み
を
眞

上
向

に
す

る
が
、

綱
圍

の
六
箇

は

い
つ
れ
も

中

心

の
方

へ

少
し

向

け
傾

け
、

後
座

下
と
橋

掛

下
と

は
各

く

二
箇

づ

＼
互
に
少

し
傾
け
合

ふ
。　

(
橋
掛

下

の
中
問

に

}
箇

な
ら

は

眞

上

向
。
)

、上

記
読
述

の
簡

を
補

ふ
カ

め
、

こ

丶
に
要
圖
を
挿

ん
で
澱

い
凌
。

瀞

◇
鏡
板

の
書
範
ー
ー

　
　
　
　
　
,

　
　
　
　
　
　
　

む　　む

　
正
齎
大
鏡
板

の
松
繪
は
屬
定

の
背
景
と
懇
謂

ひ
得
る
が
、
何
よ
6
略
舞
伎
に
對
し
て
座
標
に
立
つ
を
眼
目
と
し
、

往
古
の
野
外
舞
場
に
挫
樹
を
頼

ん
だ
起
源
か
ら
し
て
然
う
で
あ

つ
カ
。
そ
の
元
木
を
春
日
の
影
向

ノ
松
と
す
る
の
は
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む　
ゆ

昔

か
ぎ

う

の
蠻

繰

な
ら
ず
、
今

に
至

つ
て
も
演
者

が
墜
場

の
最
初

に
次
第

を
謠

ふ
と
き
、

觀
衆

に
は
背

け
て
鏡
板

へ

向

ふ
こ
と
、

こ
れ
紳
樹

を
敬

仰
す

る
昔
な

が
ら

の
姿

で
あ

る
。
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そ
れ

に
松

の
四
時
色

を
移

さ
ず
趣

を
變

へ
ず
、

山
に
磯

に
野

に
苑

に
苔

に
砂

に
處
を
得

ざ

る
莫

く
、

高

砂

に
言

ふ

萬

木
に
勝

れ

カ

る
粧

ひ
は
、

萬

曲
を
寫

す
舞

鏖

に
最
適

唯

}
の
盡

材

た
ら

ね
ば

な
ら

孤
。

　

き
れ

ば
野
外
舞

場

を
棄

て

＼
建
物
舞
毫

に
進

む
や
、

直
ち

に
鏡

板

の
繪

に
撮

ら

れ
カ
は

必
然
、

爾
來

凡
そ

に
輪

廓

　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

む　　む

を

傳

へ
て
江

戸
時
代

に
及

び
、

謂

は
ゆ

る
故
實

の
方

型
が
定

、裟
つ
た
。

　

　
　
　

　

ネ
　
ギ
ハ

　

其

　
は
、

根
際

か
ら

で
な
く

て
床

高
だ

け
上

よ
ら
描

く
。

帥
ち

床
面

を
地
面

と
見

る
形
で
な

し
に

、
ど

こ
ま

で
も

實

の
土

地

に
生

へ
立

ち
、

根

方
は
床

の
下

に
隱

れ

て
そ
れ

よ
り
上

が
繪

に
現

は
さ

れ

る
。
其

二
は
、
鏡

板

に
向

つ
て

中

心

よ
り
左

下
に
根

方
を
起

し
、

そ

れ
か

ら
右
上

へ
幹

が
曲

り
延

び
る
。

共

三

は
、
他

に

一
樹

力
り

と
も
添

へ
ず
、

殊

に
花

木

は
嚴
禁

で
あ

る
。
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

-

　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

む　　む

　

　

尤

略
、

格
別

な
仕

儀

に
は
根
笹

を
あ

し
ら

ふ
こ
と
も
あ

る
が
、

こ
れ
竜
、

許

さ
れ

る
と

い
ふ

よ

わ

正
式

を
避

け

　

　

る
故
實

の

一
つ
で
、

格

を
外

す
に
も
法
あ

6
と

の
含
み

を
有

つ
。

　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

り　　　
　む

　

　

現
染
井

松

李
伯
邸

の
は
梅
と

竹
も

添

へ
た
極

端
な
破

型
で
、

こ
れ

は
明
治
初
期

に
前

田
齊
泰
侯

が
隱
栂

の
後
、

　

　

當

時

お
慰
み
舞

鏖

と
し

て
根
岸

に
建
て
ら

れ

カ
も

の
、

梅

は
加
賀
家

の
租
菅

公

に
因

み
、

竹

は

更

に
め
で

カ
く

　

　

お
相
俘

し

カ
わ
け

で
あ

ら
う
。

　

　
　
　

　
能
　
　
舞
　
　
鏤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
'
-　
　
　
　
　
f
　
　
　
　
　
　
　
ご
五

'



　

　

　
　

　

能
　
　
舞
　
　
蟲

　

描

方
は
幹

と
枝

と

の
輪
廓

を
墨
線

で
引
き
、

葉

は
輪
廓

を

附

け

ず
彩
色

の
鱧み
に
依

る
。
彩
色

は
幹

と
枝

と

の
大
部

分

に

　

　

　

フ
シ
　
　ヒ
　オ
モ
テ

大
賭

、
節

や
陽

表
な
ど

少
部
分

に
黄
土
、

箇

所
に

よ

つ
イし
は

油
煙

を
交

ぜ

る
。

嚢
力
處
之

に
青

苔

を
點

描
す

る
も
あ

つ
て
、

、
こ
れ

は
臼
緑

と
緑

青

と

で
彩

ど

る
。

葉
部

は
總
體

に
緑
青

を

　

　

　
　

　

シ
ン

塗
う

、

下
方

芯

の
あ

控
う

に
幾

分

か
群
青

を
使

つ
て
ボ

カ

シ

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

唾

上
げ

る

(群
青

は
全

く
用

ゐ
漁

こ
と
あ

り
)
。

葉
針

は
臼
緑

で

描

く

が
、

問
、、
墨
線

を
補

砿
入

れ

る
の
も
あ

る
。

　

　

　
　

　

む　　む

　

脇

鏡
板

の
竹
繪

に
は
、

き
ほ
ど

古

い
緑

歴

も
深

い
要
因

も

無

く
、

後

世
單

に
朋
昌
板

の
空

臼

を
嘘

理
せ

ん
飛
め
、
松

と

照
應

さ

せ
妥
匠
案

に
廻

ぎ

澱
。

併
し

又
そ

れ
だ
け

に
態
型

を

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

眇

定

め
、

向

つ
て
右
寄

り
に
幹

の
太

い
の
を

二
よ
並

べ
、

そ

れ

よ

り
左

に
や

へ
離

れ
て
細

い
の
を

}
本
、

槍
枝

を

切
戸

口

の

　

　

　
　

　
　

　

な

.上
方

へ
か
ざ
し
出

す
。

　

す

べ
て
墨
線

の
輪

廓

を
取

う
、

こ
れ

に
緑
青

を

主
と

し
て

1戸江・践 圖 寒 野 狩
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彩
ど
ウ
、
適
所
に
若
干
の
臼
緑

を
施
す
。
　
(
こ
の
ほ
か
な
ほ

仕
儀
に
よ

つ
て
は
、
金
泥

の
霞
を

}
二
條
引
く
圖
柄
も
許
さ

れ
る
。
)

　
舞
鏖

の
建
築

に
李
内
家
を

大
番
匠
と
し
π
が
、
鏡
板
の
繪

ば
か
り
は
獨
り
別
に
、
御
繪
所
狩
野
家
の
專
ら
承

る
と
こ
ろ

と
な

つ
カ
。
故
に
江
戸
時
代

の
正
式
な
鏡
板
繪
は
必
ず
同
派

の
筆
に
依

る
を
要
し
、
隨

つ
て
構
鬮
を
同
家
の
粉
本
に
仰
が

ね
ば
な
ら
な
か
つ
尢
。

　
挿
繪
は
首
範
た
る
江
戸
城
本
丸
表
舞
鏖

の
そ
れ
、
即
ち
、

狩
野
家
に
在

つ
て
第

一
位

の
圖
取
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

◇
橋
掛
の
縫
久源
}ー
…
ー

　
能
舞
峯

の
生
命
的
變
邏
は
橋
掛
に
在

る
、

と
断
言
し
て
も

過
だ
な

い
ま
で
に
重
要
な
橋
掛
、
そ
の
前
身
は
單

に
樂
屋
と

舞
臺

の
逋
路
と
し
て
、
未
だ
何
ら
上
演
揚
面

の
素
意
を
持
力

　
　
　
　

能
　
　
舞
　
　
靈
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塾
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艪

　

舞

　

蘿

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
八

な

か

つ

だ

に

違

ひ

な

い
・

さ

す

れ

ば

・

古

く

橋

掛

が

舞

鏖

の

騰

徳

に

附

い

て

ゐ

た

と

い

ふ

舊

來

の

考

設

噛

.

大

括

釦

の

概

念

疫

る

限

う

に

於

い

て

は

肯

ふ

に

足

れ

参

と

す

る

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぎ　
　
へ
　
ぬ　
な
　
や

　

と

こ

ろ

が

、

こ

れ

を

實

徴

す

る

ば

當

つ

て

卒

然

衝

面

す

る
難

…間

は

、

曩

後

淋

キ

の

橋

掛

を

最

倦

古

く

繪

圖

に

見

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
や　
　や
　　
ま　
　ま

「
糺

河

原

勸

進

甲

樂

玩

が

寛

正

、瀧
年

¢
一穂

君

.

.既

に

音

附

薦

の

老

時

で

さ

へ
あ

る

に

對

し

て

、

そ

れ

よ

う

先

代

な

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゑ　　　を　　
や　　
も

…世

阿

彌

の

遣

諭
噴
に

就

ぐ
倉
錘丶

早

や

冖摂

斜

齶

キ

を

想

は

し

泌

ら

烈

る

霞
攣
で

あ
一
る
。

「

　

　

～,鯨
婦
主堂
は

広罰
後

μ傷栖
贋

へ
も

患
冨
・し
詣
ジ
幅

冖・鴛

出歓

の

爵
ー
鰹
錺
猛

る

ベ

ヤ
し
し

/
『
申

蝋
び
談

牒
賎
』
)

　

へ

　

橋

癖

が

横

に

斜

メ

に

醗

い

て

ゐ

離

け

こ

そ

、

と

か

く

舞

吉
賦
は

申

・心
よ

ら

偏

6

が

ち

に

建

つ

の

で

(
現

時

、

諸

所

の

能

樂

斎
議
鱒
書彙
は

来
心
く

鉄
鋤
今

)
.

糠宥
し

贏
ハ
慈
昏
に

…附
…
い

♂
し
ゐ

る

な

・ら

ば
鄲、

物、・左

㌦石

へ

刃も
御
可
ら

ず
ぐ

エ
」
徹
智
め

る

冨嬰
,は

驫無

い

冖筈

Q

　

　

篇
柵

は

幕

屋

鷺

を

蕩

く

据

ゑ

.

低

く

直

ぐ

に

架

く

べ

し

。
し

㌦,橋

の

酷

め

は

舞

豪

の

臼

隱

し

の

柱

の

中

て

よ

う

は

　

　

　

　

ゆ
ム
ア
さ

　

　

欟
川
へ

に

せ

.て
、

"片

つ

・ら

の

柱

類
∴
間

ば

か

.6

を

輪直

遵
4
て

加
不
く

べ

し

¢
し

(
樋

)

　

「
幕

屋
、口

を

高

く

し

は

前

々

項

『
泳

蔕

』

の

中

に

記

し

力

飜

は

ゆ

る

「
水

垂

レ
」

で

、

江

戸

時

代

択

及

ん

で

竜

獪

伽儼

と

輔益

姪
憾
冢

の

纈
誘
6

舵
博

へ
魂κ
と

ζ

ッ〈
、弔
、
藷
め
る
。

　

「
瓣

鷺

し

砂

柱

し

は

賜

・ら

か

な

・ら

織

が

為

春
,
譏

ぷ

「
後

座
τ

②

屋

根

が

露

、臺

主

翻
坤
と

甥

の

片

寛
隅
に

な

つ

て

ゐ

る

か

♂
り
鳩
　
こ

㎞瓢
を

「
縦

臨㍑
・し
し

》
隔・取

鼠

げ
∵
を

の

柱

は

～,
シ

・ブ
柱

し

じ
↑嶽
興
蓑
隔
.
総
践
つ

て

….、片

つ
・ち

の

"騨
一し

は

ブぐ
れ
～
煮
黐
胴
對
門
の3

る

～
後

瓦

柱

し

仁

蠶

る
、

す

る

と

橋

麟

の
・取

防

は

シ

プ

載

硲

方

へ
片

寄

モ

よ

と

い

メ

わ

け

で

、

以

上

の

如

く

は

後

世

晦
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